
よりよい自己の生き方について考えを深める道徳科の研究

～ 『友達との絆を高め，心一つに』の実践より～

糸我直人

小学校では今年度から道徳が教科となり，実施されている。そして， 「単に読み物の登場人物の心情を理解させ

るだけの型にはまった」授業から，「考え，議論する道徳」への変換が求められている。よりよい自己の生き方に

ついて考えを深めていく道徳科の授業にするには，道徳科の目標にある「自己を見つめ，物事を多面的・多角的

に考え， 自己の生き方について考えを深める学習」をすすめていくことが重要である。

そこで本研究では，子どもたちの実生活と結びついたテーマを設定し，テーマに関連した道徳の内容項目を複

数扱いまた，他教科他領域と関連させながら単元として道徳科授業を行うことをとおして，子ども達が，自分事

として考え，よりよい生き方について考えを深めることができるのではないかと考え実践した。

本実践を通して， 日常生活と道徳の資料がつながり，よりよい自己の生き方について考えを深めることに効果

があったと言える。

キーワード：総合単元型のカリキュラム，実生活，自分事多面的・多角的

1. 研究目的

小学校学習指溝要領（平成29年3月告示）におけ

る道徳科の目標は，「よりよく生きるための基盤となる

道徳性を養うために，道徳的諸価値についての理解を

基に，自己を見つめ，物事を多面的・多角的に考え，

自己の生き方についての考えを深める学習を通して，

道徳的な判断力，心情実践意欲と態度を育てる。」と

あり，よりよい自己の生き方について考えを深めてい

く道徳科の授業にするには，「自己を見つめ，物事を多

面的・ 多角的に考え，自己の生き方について考えを深

める学習が重要である。

田沼 (2018)は，道徳科の授業において，子どもの

思考が働き，心が動く学びには，一つの道徳泊勺テーマ

について，いくつかの関連する価値を複合的• 関連的

につなぎ合わせて考えるといった複数価値多時間扱い

のパッケージ型ユニット（単元型学習）を提唱してい

る。そこから，子どもたちが，道徳の時間において，

自己を見つめ，物事を多面的・多角的に考え， 自己の

生き方について考えを深めるためには， 1時間単位の

道徳の授業よりも， 子どもたちの実生活と結びついた

テーマを設定して道徳の時間を通して追究していくこ

とで，自己の生き方について考えをより深めることが

できると考えた。

そこで，本年度は，田沼実践を参考にして，総合単

元型の道徳科の授業を行うことで， 自己の生き方の考

えを深め，実践意欲や態度をより高めることができる

のか検証する。

研究仮説

子どもたちの実生活と結びついたテーマを設定して

道徳の時間をとおして追究していくことで，自己の生

き方について考えをより深めることができるだろう。

2 研究方法

2. 1. 総合単元型のカリキュラム

子どもたちの実生活と結びついたテーマを設定し，

テーマに関連した道徳の内容項目を複数扱いまた，他

教科他領域と関連させながら単元として道徳科授業を

行う総合単元型のカリキュラムを行う。

テーマに関連した道徳科の内容項目を複数扱うこと

で多面的・多角的に考えようとしたり，道徳的価値に

関わる考え方を深めたりすることができると考える。

また，実生活と結びついたテーマを追求することによ

り，道徳科の授業で，学んだことをより実践の場で活

かすことができ，道徳的価値を深めることができる。

以下に総合単元型のカリキュラムのモデルを示す。

単元罪狸f山合宿を成功しよう』

4年生では， 学校行事として高野山合宿がある。高

野山合宿では，集団行動としての規律や過ごし方を大

切にしたいと考えた。学年でも高野山合宿に向けての

心構えを話し， 「右側歩行•あいさつ，スリッパならべ」

を重点に取り組んだ。『高野山合宿を成功しよう』とい

うテーマと関わりながら，そのことに関連して道徳科
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の「規則の尊重」「礼儀」の内容項目の学習を行うこと

で，より実践的に道徳的価値の理解が深められる。

単元計画（道徳3時rei+"時閤） ．，

追畔I追千疇ぃ自

転零」（規則の宮垂 .,

迫詑科「雨のバス停岳

所で」伐賄I]())尊亘） ．』

道徳科「思いがけない

あいさつ」 (IL傍） ．，

I*治 『高'JJ-山合宿へ心且をふりかえろう」，1

図1【『高野山合宿を成功しよう』の単元計画】

『高野山合宿を成功しよう』というテーマに向かって

総合単元型のカリキュラムを行うことで，自己の経験

とつなげたり，学校行事とつなげたりする発言をし，

探究している姿が見られる。

道徳科「思いがけないあいさつ」（礼儀）より

あきら：ぼくも、水泳行った時にプールにあいさ

つするよ。水泳は、プールがないとでき

ないでしょ。だから，プールにちゃんと

あいさつするんだよ。（自己との経験と

のつながり）（図2)

ひろき：だれかがなくしたものを一緒に探してあ

げて見つけると「ありがとう」つて言っ

てくれる。そうすると，ぼくもうれしく

なる。（自己の経験とのつながり）

あきら：もうすぐ高野山合宿に行くけど，その時

に気持ちのいいあいさつをしてくれる

子だなって思ってもらいたい。（学校行

事とのつながり）

図2 【自分の経験をもとに話す姿】

2. 2. 学びの足跡の掲示

テーマに関連した道徳科の内容項目を複数扱う総合

単元型の授業を行うときに，それぞれの授業での気付

きが関連して考えられるように，授業の後に学んだこ

とを掲示する。学びの足跡を掲示することにより，前

時に学んだことを関連させて，多角的 ・多面的に考え

られることができる。また，単元の終わりに振り返る

ときにも，それそれの内容項目を関連させながら，振

り返ることができる。

2. 3. 学びを深める効果的な切り返し

道徳の価値に迫る子どもたちの発言の中には，抽象

的な表現も多く，共有するためにも，発言の意味を間

い直したり，学級全体で解釈したりする切り返しを行

う。子どもの言葉で具体的に表現することで表面的な

認識ではなく，より実感として共有することができる。

3 授業の実際と考察

3. 1. 単元けも皇との絆を高め，心一つに』

子どもたちが4月に話し合って作った学級目標『心

一つになにごともがんばる4B』を軸に，『心一つにチ

ャレンジプロジェクト』という単元テーマを設定した。

学級目標やクラスで取り組んでいる 8の字跳びと関連

付けながら，「友達との関係の在り方」について複数の

時間をかけて道徳の時間に追求することで，一人一人

が，自分の中にある「友達との関係の在り方」につい

て，様々な視点から見つめ直すことができると考え実

践した。また，授業の後には，学びの足跡（図4,5, 

6)を掲示した3

単元計画（全5時間） 本時4/5+' 

学級目標「心を一つにしてなにごと
にもが灰mれる 4Bファミリー」¢

道徳科（公乎，公正，t窒
社会正叫 4 

つ
c-12 (2/5)+' 贔
『えっどうして』 ¢ ヤ

レ
ン

道徳科ギ ぢ
ロ

（相互理解，寛容加 ： >（友惰，信頼） ぐ

『へらぶなっり 』 < 本時『ないだとえ--が―-お

B-U(3/5)+J t のなでしこジャパン』，

B-1 o (4/5) , 

I特活「『心ひとつに』への道をふ＂かえろう」 (5/5)+JI

図3 【『友達との絆を高め，心一つに』の単元計画】
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ればよいか」という単元の問いを持ちながら，「友達と

のよりよい関係の在り方」について考えてきた。

中心発問で「最高の仲間とはどのようなものだろう」

を問うことで， 一人一人が8の字跳びでイメージする

「最高の仲間」の姿を考え，話し合うことができ，友

達とのよりよい在り方について探究しようとする子ど

もを育むことができると考えた。

授業では，「なでしこジャパンのみんなをさわやかな

笑顔にしたものはなんだろう」 という中心発問で話し

合う中で，「信頼できたから」という言葉が出た時，さ

らにその言葉の意味の理解を深めるために切り返し発

問をした。そして隣と話し合う活動を取り入れて話し

図4【『心を一つにチャレンジプロジェクト』の教室掲 合わせた（図7)。切り返し発問をすることで，抽象的

示】 な言葉をより具体的に子どもの言葉で解釈し共有する

囮5 【教室掲示（『えっどうして』）より】

,. 
) .I 

図6 【教室掲示（『へらぶなつり』）より】

第4時道徳科 『なみだとえがおの 「なでしこジ

ャパン」』 より

第4時では，「最高の仲間とはどのようなものだろう」

を考える時に，8の字跳びをしている自分たちの姿を

重ね，一人一人が8の字跳びでイメージする 「最高の

仲間」の姿について考えたり，友達の意見と比べたり

しながら話し合う姿を本時における探究的な学びの姿

と考えた。また，振り返りの時に， 自分たちの8の字

跳びの様子の写真を提示することで，心一つにチャレ

ンジできた，なでしこジャパンと，今まさにチャレン

ジしている自分たちを関連させて考えを深めようして

いる姿を省察性の働いている姿と捉えた。

子どもたちは，『心を一つにチャレンジプロジェクト』

の単元テーマを基に，「より心を一つにするにはどうす

ことができた。

因7 【抽象的な言葉の意味を話し合っている姿】

教師 ：全力で戦えたのはなぜだろう。

たかや：信頼できていたから。

教師 ：信頼し合うというのはどういうことか

な。隣の人と話し合いましょう。

（隣の人との話し合い）

教師 ：信頼し合うとはどういうことですか。

ようこ：信じ合うこと。

あきら：仲間のことを思うこと。

教師 ：仲間のことを思うというのはどういう

こと。

あきら：きっと決めてくれるはずだと思うこ

と。

ひろし： 一人はみんなのことを思う。一人はみ

んなのことを思う。

（子どもたちの振り返りより）

・みんなは，大切な仲間なんだから，信じあって協力

できるようにしたい。
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• 最高の仲間とは，全員が 8 の字で集中することや，

ミスをしても責めないことです。

・体育で相手がミスをしても，責めないで「ドンマ

イ」と言ってあげたいです。今日から，仲間を信じ

ようと思いました。

子どもたちの振り返りの下線部から，自分事として，

道徳の資料と向き合い考えることができたと考える。

日常取り組んでいる 8の字跳びから，「心を一つにする

にはどうすればいいだろう」という学習課題を設定し，

泣き崩れていたなでしこジャパンのみんなを笑顔にし

たことについて話し合うことで，深めることができた

と考える。

また，泣き崩れていたなでしこジャパンが笑顔にな

ったことを考える際実体験とつなげて意味を考えら

れるようにするために「みんなは，泣き崩れるくらい

くやしいことがありますか」と切り返し発問をしたこ

とで，より実感して考えることができた。最高の仲間

や，信じ合うことについての意味を深く考えることの

土台づくりになったと言える。

第5時特活『「心ひとつに」への道をふりかえろ

う』

（子どもたちの振り返りより）

. 3つどれも大事だと思った。

• この3つに共通しているのは，相手の気持ちを考え
る事だと思います。

• この授業で，友達関係が良くなったと思います。全
度， 一方的に責めたり，差別したりしないよう

に気をつけたいです。

• 8の字でもみんなを信じることが大切だと思いまし

た。

• 3つの話を学習して，僕が思ったことは，相手の気
持ちを考えるというのは，今まで思っていた以上に

大切なことなんだなあと思いました。

・私は，心を一つにするには，相手の気持ちを考える

ことが大切だと思いました。

「友達との関係の在り方」についてこれまで学習して

きた道徳科『えっどうして』（公平，公正，社会正義）

道徳科『へらぶなつり』（相互理解，寛容）道徳科『な

みだとえがおの「なでしこジャパン」』の3つの授業を

振り返り，どんな学習だったかを再確窟几た。次に，

「この3つの学習で学んだことから共通することは？」

という発問をしたとき，子どもたちが 「あっ。」と気付

いて， 「どれも，相手の気持ちを考えることが大切t~ 」

という意見が出た。相手の気持ちを大切にすることは，

わかっていることだが，今回， 3つの話の内容が違う

が友達との関わりで相手の気持ちを大切にすることが

やはり重要なんだということを実感として再確認でき

た。また，子どもたちの振り返りの下線部からも，自

分事とし考えることができたと言える。

4. 成果と課題

「友達との関係の在り方」について道徳科『えっど

うして』（公平，公正，社会正義）道徳科『へらぶなっ

り』（相互理解，寛容）なみだとえがおの「なでしこジ

ャパン」の3つの授業を，単元を組んで行い，関連付

けて考えることで友達関係において相手の気持ちを考

えるということをより深く理解することができた。

また，授業をまとめた教室掲示を行うことでも， 3つの

話の内容が違うが友達との関わりで相手の気持ちを大切

にすることがやはり重要なんだということに気づくことが

できにそして切り返し発問を行うことでより実感として考

えることができ効果的であった。

子どもたちの実生活と結びついたテーマを設定して道

徳の時間をとおして追究していく取り組みは，日常生活と

道徳の資料がつながり自己の生き方について考えをより

深めることができた。

普段の生活の中でも「ナイス」「ドンマイ」のような相手

のことを考えた声かけややさしい心遣いが増えている。

総合単元型の学習おいては，まとめの学習（第5時）で，

関連づけを促す言葉かけをすることや，関連付けて知識

がつながることの大切さを実感した。今後は，関連づけ

を促す言葉かけや，関連付けて知識がつながるための

手立てを考えていきたい。そして，よりよい自己の生き方

について考えを深める道徳科の授業づくりをさらに研究

していきたい。
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